
広 報

◎

豊
作
祈
り
に
ぎ
や
か
に
　
れ騨̈
養】〔製

俸
踊
り
の
行
列
が
踊

相
内
の

「虫
送
り
」
は
年
ご
と
に
さ
か
　

り
で
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
農
家
の
祭
り

ん
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ふ
さ
わ
し
く
、
夕
暮
れ
ま
で
続
け
ら
れ

い
ま
で
は
観
光
的
な
要
素
を
ふ
く
め
、　
　
ま
し
た
。

民
俗
芸
能
と
し
て
県
内
外
か
ら
高
く
評
価

　

　

こ
の
日
だ
け
は
、
子
ど
も
も
お
と
な
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
刀
振
り
に
余
念
が
な
く
、
ひ
び
く
太
鼓

の
音
に
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
の
願

い
を

こ
め
て
村
を
ね
り
あ
る
き
、
沿
道
は
県
内

外
か
ら
の
見
物
人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

虫
送
り
の
大
鼓
の
音
が
遠
の
く
と
、
夏

は
か
け
足
で
や

っ
て
き
ま
す
。

昭和54年

6月号

笛や太鼓のはやしに合わせた太刀振りが練り歩く
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広報しうら ②

国保健康優良家庭を表彰

ア
タ
リ
と
ガ
ン
を
防
ぎ
雑
麟
贅
響
知

環
境
を
清
潔
に
し
、
美
し
い
村
を
つ
く
ろ
う
。

ア
タ
リ
と
ガ
ン
を
防
ぎ
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
こ
う
。

第
七
回
市
浦
村
民
健
康
会
議
は
六
月
五
日
、
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
に
村
民
百
二
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
午
前
中
は
、
臼
谷
二
郎

弘
前
大
学
教
授
の
講
演
が
あ
り
、

「
自
己
中
心
の
物
の
考
え
方
が
他

人
に
迷
惑
を
か
け
、
環
境
破
壊
を

積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

自
分
の
健
康
を
そ
こ
ね
る
結
果
に

つ
な
が
る
も
の
だ
か
ら
、
公
害
の

拡
散
防
止
と
環
境
整
備
に
村
民

一

人
ひ
と
り
が
参
加
し
、
幅
広

い
行

動
を
起
す
こ
と
が
必
要
だ
」
ま
た

「
公
害
と
い
う
も
の
は
、
い
か
に

制
度
が
整
備
さ
れ
て
も
、
行
政
的

に
努
力
し
て
も
個
人
が
公
害
を
克

服
し
て
い
く
と
い
う
気
持
、
精
神

的
な
も
の
が
な
い
と
解
決
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
己
と
環
境
美
化
に

対
す
る
中
国
や
他
市
町
村
の
実
例

を
引
き
だ
し
て
ゎ
か
り
や
す
く
説

明
。
集
ま

っ
た
村
民
か
ら
深
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
環
境
美
化
に
つ

い
て
の
経
過
と
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

「環
境
美
化
の
村
」
と

「環
境
美

運
動
を
展
開
し
て
き
た
も
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
の

本
宣
言
と
な
り
、
合
わ
せ
て
環
境

美
化
憲
章
も
満
場

一
致
で
採
択
さ

こ
れ
を
契
機
に
、
村
民

一
人
ひ

と
り
が
恵
ま
れ
た
自
然
を
愛
し
、

環
境
を
清
潔
に
し
て
健
康
を
た
か

め
、
豊
か
な
心
で
美
し
く
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な

ま
た
、
全
体
会
議
で
は
ガ
ン
死

亡
が
前
年
の
二
人
か
ら
十
人
に
、

ア
タ
リ
で
死
亡
が
前
年
の
六
人
か

ら
十
七
人
と
大
幅
に
増
え
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
小

・

中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
虫
歯
に
か

か

っ
て
い
る
問
題
、
ガ
ン
検
診
や

総
合
検
診
の
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
、
ア

タ
リ
や
ガ
ン
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
意
味
か
ら
も
積
極
的
に
受

診
す
る
よ
う
、
確
認
し
あ
い
ま
し

ず
、
し
か
も
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
献
血
協
力
者
に

つ
い
て
も
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
該
当
者
は
昭
和
五
十
三
年
度

ま
で
に
十
回
以
上
、
十
五
回
、
二

十
回
等
五
回
き
ぎ
み
に
献
血
回
数

の
多

い
か
た
で
す
。

国
保

健
康
優
良

家
庭
表
彰
者

□

一
年
間
、・
神
島
キ
ヨ
エ
、
鳴

海
剛
、
三
浦
賢
三
、
岩
間
定
四
郎

野
沢
成
正
、
石
沢
俊
夫
、
三
和
貞

三
、
前
田
慶
治
、
三
浦
正
男
、
安

保
静
雄

（以
上
相
内
）
山
田
チ
ョ

エ
、
工
藤
仁
人
、
大
沢

ハ
チ
、
伊

東
貞
吾

⌒
以
上
桂
川
）
成
田
昇
、

山
田
千
代
美
、
竹
谷
石
太
郎
、
中

化
憲
章
」
の
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。

村
で
は
、
昨
年
の
会
議
で
県
内

の
他
市
町
村
に
先
が
け
て

「
環
境

美
化
の
村
」
の
予
備
宣
言
を
し
、

村
内
の
各
関
係
機
関
、
団
体
が
ク

村
で
は

「村

民
健
康
会
議
」

の
席
上
、
昭
和

い
ち
ど
も
医
療

機
関
を
利
用
せ

村
マ
ル
、
斎
藤
正
彦
、
竹
谷
友
．

郎
、
山
田
実
、
山
田
哲
哉
、
高
西

幸
子

（以
上
脇
元
｝
小
野
太
郎
、

和
鴫
義
衛
、
中
山
正
美
、
後
藤
京
、

高
西
清

一
、
後
藤
清
典

⌒
以
上
磯

松
）
浜
田
昭
義
、
中
井
正

一
、
高

橋
勇

一
、
矢
本
良
治

⌒以
上
十
三
）

□
二
年
間
、
山
内
憲
夫
、
吉
田

良

治

（
以
上
相
内

）
成
田
ト
シ

⌒脇
元
）
藤
田
嘉
志

（磯
松
）
奈

良
滝
雄
、
有
馬

マ
キ

⌒以
上
十
三
）

□
三
年
間
、
三
浦
モ
ト
⌒相
内
）

木
村
き
よ

（大
田
）

□
五
年
間
、
奈
良
り
や
⌒相
内
）

表
彰

さ
れ
た

献
血
協
力
者

０
１０
回
　
山
田
智
枝
子
、
竹
谷

泰

一
、
万
谷
幸
子
、
万
谷
肇

（以

上
脇
元
）
木
村
光
子
、
木
村
ト
ミ

⌒
以
上
磯
松
）
村
山
恭

一
、
吉
田

悟

（
以
上
相
内
）
藤
本
恒
徳

（十

三
）
Ｏ
ｎ
回
　
奈
良
孝
博
、
奈
良

忠
義

（以
上
大
田
）
０
１５
回
　
櫛

引
智
子

（脇
元
）
和
鳴
キ
リ
、
木

村
兼

一

（
以
上
磯
松
）
下
沢
徳
三

⌒大
田
）
棟
方
由
美

（十
二
）

○
・６
回
　
葛
西
美
穂
子

（磯
松
）

三
上

い
づ
み

（相
内

）
ｏ
２０
１口‐

葛
西
ク
ニ

（脇
元
）
０
２．
回
　
折

岡
新
光

市
浦
村
を
目
指
し
て
そ
の

一環境美化の村を童言した健康会臓場一



③ 広報しうら

「市
浦
中
サ

ッ
カ
ー
部
は
、
特

別
な
パ
ヮ
ー
も
技
術
的
な
面
で
も
、

け

っ
し
て
最
高
の
チ
ー
ム
だ
と
は

思

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
サ

ッ
カ )5く

中
体
連
北
五
地
区
予
選

で
優
勝
を
な
し
と
げ
た

市浦中サッカー部監督

沢 田 精 耕 さん ("歳 )

陸上でも好記録

―
ボ
ー
ル
を
追

い
続
け
る

一
人
ひ

と
り
の
集
中
力
と
、
テ
ー
ム
プ
レ

ー
が
優
勝
に
結
び

つ
い
た
の
だ
と

思
う
Ｉ
Ｌ
ピ

五
十
二
年
四
月
、
八
戸
市
自
銀

中
学
校

か
ら
赴
任
し
た
沢
田
精
耕

先
生
は
、
優
勝
の
喜
び
を
か
み
し

め
る
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

人
戸
で
の
生
活
は
十
二
年
間
、

剣
遺
の
指
導

に
あ
た

っ
て
き
た

と

い
う
だ
け
に
、

い
か
に
も
剣
道
を

き
わ
め
る
に
ふ
さ
ゎ
し

い
感
じ
も

サ

ッ
カ
ー
は
初
め
て
の
ス
ポ
ー

ツ
で
、
赴
任
当
時
は
十
二
名
の
部

員
だ
け
で
し
た
。
選
手
の
素
質
よ

り
も
部
員
を
そ
ろ
え
る
の
が
優
先

さ
れ
ま
し
た
。
と
苦
労
話
も
ち
ょ

っ
び
り
…
…
。

生
徒
た
ち
に
は
、
サ

ッ
カ
ー
を

と
お
し
て
ネ
パ
リ
と
根
性

の
あ
る

人
間
を
求
め
て
い
る
。
と
も

い
う
。

地
区
予
選
で
優
勝
し
た
も
の
の
、

佐
藤
優

一
君
の
ケ
ガ
で
部
員
た
ち

も
心
か
ら
喜

べ
な
か

っ
た
ょ
う
で

す
が
、
県
大
会
で
は
、
初
出
場

に

ふ
さ
わ
し
く
、
選
手
た
ち
に
は
思

い
き

っ
た
プ
レ
ー
を
さ
せ
ま
す
―

―
。^
と
や
る
気
十
分
の
意
欲
を
み

せ
て

い
ま
す
。

「
入
院
し
て
い
る
佐
藤
君
の
と

こ
ろ

へ
、
五
所
川
原

一
中
の
サ

ッ

カ
ー
部
員
が
見
舞

い
に
行

っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。
う

れ
し

い
こ
と

じ
ゃ
な

い
で
す
か
′
」
と
目
を
ほ

そ
め
る
沢
田
先
生
。

家
庭
の
都
合
で
、
現
在
五
所
川

原
市
内

の
自
宅
か
ら
通
動
し
て

い

る
沢
田
先
生
だ
が
、
選
手
を
追
う

目
は
厳
し
く
、
県
大
会
初
出
場

へ

む
け
て
の
指
導

に
余
念
が
な

い
。

明
子
夫
人
、
長
女
聡
子
ち
ゃ
ん

次
女
息
子
ち
ゃ
ん
の
待

つ
自
宅

ヘ

帰
る
の
は
毎
日
午
後
八
時
と
か
。

「
も
う
慣
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
ょ
崚

と
明
る
く
笑

い
と
ば
し
た
。

趣
味
は
、
山
歩
き
と
釣
り
。

弘
前
大
学
教
育
学
部
卒
業
．

第
二
十

一
回
、
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
の
北
五
地
区
予
選
は
、

五
所
川
原
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
市
浦
中
学

校
が
、
み
ご
と
優
勝
の
栄
冠
を
獲

得
し
、
県
大
会
出
場
の

″キ
ッ
プ
″

を
手
に
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
昨
年
の
地
区
予
選
で

準
優
勝
、
新
人
戦
で
も
準
優
勝
を

し
、
今
年
六
月
五
日
開
催
さ
れ
た

西
北
五
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
も
優

勝
し
、
早
く
か
ら
優
勝
候
補
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
の
地
区
予
選
に
は
五

校
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
が
、　
一
勝
三
分
の
成
績
で
優

勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
、
五
所
川
原

一
中
と

の
対
戦
中
、
主
カ
メ
ン
パ
ー
で
あ

る
佐
藤
優

一
選
手
が
、
足
を
骨
折

つ
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ほ
こ

ろ
市
浦
チ
ー
ム
が
九
―
○
で
圧
勝

県
大
会
は
、
七
月
二
十
四
日
か

ら
三
日
間
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
二
十
五
名
の
部
員
は
、

毎
日
日
が
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

市
浦
中
サ
ッ
カ
ー
部
優
勝

―
県
中
学
総
体
北
五
地
区
予
選
―

竹
谷
さ
ん

大
会
新

六
月
二
十
四
日
板
柳
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
陸
上
競
技
地

区
予
選
で
も
、
男
子
百
ｒ
で
相
川

光
春
君
が
第

一
位
に
、
女
子
八
百

ｒ
で
は
竹
谷
裕
子
さ
ん
が
大
会
新

記
録
を

マ
ー
ク
す
る
な
ど
、
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

人
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
▽
二
百
層
　
一
位
２５
秒
１
、

相
川
光
春
、
（三
年
ヽ
男
子
▽
三
種

競
技
、
三
位
　
成
田
義
光
、
（三
年
）

女
子
▽
百
ｒ
、
二
位
、
若
山
ゆ
か

り

⌒
一
年
二
　
女
子
▽
八
ｙ
、
■

位
、
２
分
３０
秒
５

（大
会
新
）
竹

谷
裕
子

（
．
一年
）

市浦中対板柳中は 1対 1の引き分けでした



明
る
く
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り

今
の
″
ワ
ゲ
モ
ノ
″
と

い
う
い
や
な
意
味
の
言
葉

が
時
々
耳
に
す
る
。
若
者

の
働
け
る
職
場
が
少
な
い
こ
の
村
に
活
気
の
あ

る
若
者
も
ま
た
少
な
く
思
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
少
な
い
若
者
が
何
か
を
し
よ

う
と
す
る
時
、
何
ん
と
な
く
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も

Ｉ
Ｎ
卜
寸
―

ま
た
、
私
達
に
残
さ
れ
て
き
た
も
の
に
何
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
と
考
え
る
と
き
、
私
達
に
残

さ
れ
た
も
の
は
何

一
つ
な
く
、
こ
の
村
に
魅
カ

す
ら
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

村
の
行
事
、
祭
り
事
も
少
し
ず

つ
停
滞
ぎ
み

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
村
民

一
人
ひ
と
り
に
協
力

性
が
な
い
事
と
、
心
の
広
さ
、
暖
か
さ
が
薄
れ

て
き
て
い
る
た
め
だ
と
思
う
。

村
民

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
あ

い
、
心
豊
か

．な
人
に
な

っ
て
こ
そ
明
る
く
住
み
よ
い
活
力
の

あ
る
村
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

子
ど
も

の
成
長
に
思
う

わ
が
家
は
漁
業
を
営
む

六
人
家
族
で
す
。
う
ち
、

女
は
主
婦
で
あ
る
私

一
人
。

あ
と
は
全
員
男
ば
か
り
で
、
私
と
し
て
は
味
気

な
い
日
々
を
過
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
供
た
ち
に
は
人
並
み
に
期
待
を

か
け
て
お
り
、
来
春
、
長
男
は
高
校
、
次
男
は

永
久
橋
を
村
発
展
の
か
け
橋
に

佐

薔
　
ト
ミ
ヱ

観
光
地
と
し
て
賑
わ
う

十
三
湖
も
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
観
光
客
の
数
も
年
ご

と
に
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
土
曜
日
、
日
曜
日
は
車
、
車
で
い
っ
ば

い
で
す
。
橋
の
上
で
は
釣
り
人
が
糸
を
た
れ
、

私
た
ち
ド
ラ
イ
パ
ー
を

ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
る
場
面

中
学
校
を
事
業
の
見
込
み
で
、
こ
の
頃
進
学
や

就
職
の
事
で
い
ろ
い
ろ
な
話
し
あ

い
に
な
り
ま

幸
い
二
人
と
も
反
抗
心
が
な
く
私
た
ち
の
話

し
あ
い
に
耳
を
か
た
む
け
て

「事
業
し
た
ら
父

と

一
緒
に
船
に
乗
る
ん
だ
ピ
と
言

っ
て
は
夫
を

喜
ば
せ
て
い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
漁
業
の
不

振
や
、
子
供
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
と
夫
と

一

緒
に
喜
び
合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
の
成
長
と
と
も
に
、
わ
が
家
の
経

済
と
、
子
供
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
の
期
待
と

不
安
が
つ
き
ま
と
う
日
が
続
く
こ
の
頃
で
す
。

も
あ
り
ま
す
が
、
こ

・
の
本
橋
も
何
力
月
後
に
は

と
り
の
ぞ
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

木
橋
を
渡
る
た
び
に
目
に
入
る
の
が

「交
通

安
全
祈
願
の
塔
」

「死
亡
事
故
現
場
」
の
標
示

で
す
。
思
い
出
深
い
橋
と
し
て
渡

っ
て
い
る
毎
日
で

す
が
、
ホ
橋
の
西
側
に
は
市
浦
の
住
民
を
表
現

し
て
い
る
よ
う
な
、
あ
の
ア
ー
チ
型
の
モ
ダ
ン

な
橋
が
九
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
、
急
ピ

ッ
チ

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
永
久
橋
の
完
成
が

、
市
浦
村
発
展
の

″
か
け
橋
″
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
ひ
と
り

で
す
。

広報しうら ④

秦

六 良

里睦
8英

出かせぎ者の

みなさんヘ

事故見舞全■度の

あることを知ってぃますか″

★どんな■度

出かせぎされる方が安心して就

労できるよう就労先で事故にあ

つたとき、または留守宅が火災

にあったとき見舞金を給付する

制度です。

★加入者

この制度は54年 5月 2日 に発足し、

市浦管内では現在n4名 加入して
います。加入したい方は、市浦

村役場 (脇元・十三出張所)ヘ
申し出てください。

★加入できるひと

1ケ 月以上 1年未満居住地を離
れて就労し、就労後は居住地に

帰る人ならどなたでも加入でき

ます。

★掛  全
掛金は、年間 1人600円です。
★見 舞 全

古

鵬
川

孫:
8子

青
年
団
活
動
に
思
う

た
ち
の
方
か
ら
話
し
あ
い
の
場
を

つ
く

つ
て
い

か
な
け
れ
ば
本
当
の
地
域
青
年
団
の
意
味
も
薄

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｏ

青
年
団
は
青
年
た
ち
だ
け
の
集
ま
り
だ
′
と

い
う
単
純
な
考
え
方
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と

共
に
進
む
べ
き
活
動
団
体
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
、
青
年
自
身
が
も

っ
と
話
し
あ
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
各
事
業
の
マ

ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
新
し
い
団
員
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
に
つ
と
め
研
修
等
に
出
席
し
、
自

分
な
り
の
考
え
方
を
得
る
こ
と
で
、
そ
の
人
そ

の
時
に
即
応
し
た
事
業
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

け
と
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
因
を
つ
く

つ
て
い

る
の
は
私
た
ち
青
年
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
こ
と
も
あ
る
。

住
民
が
青
年
に
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
私



資料収集に

ご協力 くださぃ

市浦村郷土資料館では、資料の

展示をするため、土器・石器。古

文書・写真等の資料を収集中です。

市浦村民に限らず市浦村の歴史
に関係ある資料をお持ちの方があ

りましたら、ご提供または貸与く
ださるようお願いします。

その昔、使用されていたと思わ

れる農具、衣類等どんなものでも

結構です。ご連絡くだされば直接
お伺いします。

詳しいことは、市浦村教育委員

会へお問い合わせ下さい。

犬の管理は正 しく

放し飼いはやめましょう

かわいがって飼ってぃる大でも
時によっては人をかんだり、庭園
や畑を荒したりします。
飼い犬は正しい管理をしてほし
いものです。

>犬の放し飼いは絶対にやめる。
つなぐとか、おりに収容すると
か口輪をつけるようにする。
>犬小屋のふきんの衛生に気をつ

>飼い犬がいらなくなったら捨て

ないで、保健所で引きとっても
らう。

>門戸など見やすい場所:このと表
示する。

>犬が人をかんだ場合飼い主は、
すぐ保健所に届け出て指示をう

けましょう。

私
た
ち
が
健
康
で
快
遺
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
や
地

方
公
共
団
体
は
社
会
福
祉
を
充

・

実
し
た
り
、
住
宅
や
道
路
の
整

備
、
教
育
や
科
学
の
振
興
を
図

る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費

用
は
、
そ
の
社
会
を
構
成
し
て

い
る
私
た
ち
み
ん
な
が
分
担
し
、

出
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
社
会
共
通

の
経
費
″
税
金
″
で
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
納
め
る

税
金
千
円
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
、
昭
和
五
十
四
年

度
の
国
の
一
般
会
計
予
算
で
説

明
し
ま
す
と
、

■
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守

る
た
め
　
　
一
一百
三
十
七
円

■
住
宅
や
道
路
の
整
備
の
た
め

に
　
　
　
　
　
百
六
十
九
円

■
教
育
や
科
学
の
振
興
の
た
め

に
　
　
　
　
　
　
百
十

一
円

■
地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に

百
五
十
五
円

■
国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
の

た
め
に
　
　
　
　
　
百
六
円

■
国
土
の
防
衛
の
た
め
に
五
十
四
円

■
そ
の
他
、
物
価
の
安
定
な
ど

の
た
め
に
　
　
百
六
十
八
円

〃
一
等
米
″を
目
標
に

学
校
田
に
田
植
え

⑤ 広報しうら

税はみんなの

ために使われる

「自
分
た
ち
の
手
で
植
え
た
稲
を

観
察
し
な
が
ら
、
農
業
を
認
識
さ

せ
よ
う
」
と
大
田
小
学
校

⌒内
山

金
吾
校
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
学

校
田
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
の
田
植
え
は
、
理
科
と
社

会
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
に
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
六

十
平
方
層
の
学
校
田
は
体
育
館
の

裏
手
に
あ
り
、
首
は
同
地
区
の
九

山
永
雄
さ
ん
が
提
供
し
た
も
の
で

す
。こ
の
日
は
、
小
野
寺
教
頭
が
指

導
に
あ
た
つ
、
職
員
と
二
十
二
名

の
全
児
童
が
ト
レ
バ
ン
姿
で
田
植

え
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
あ
と
も

水
温
管
理
や
稲
の
生
長
観
察
記
録

を
は
じ
め
、
秋
の
稲
刈
り
、
脱
穀

作
業
ま
で
行
い
ま
す
。

実
り
の
秋
に
は
、
三
十
館
の
収

穫
を
見
込
ん
で
お
り
、
十
二
月
に

は
″
収
穫
祭
″
を
兼
ね
た

「
も
ち

つ
き
会
」
を
事
業
計
画
に
組
ん
で

い
ま
す
。

指
導
に
当

っ
た
小
野
寺
教
頭
は

「学
習
観
察
や
農
家
の
苦
労
と
い

う
も
の
を
少
し
で
も
理
解
さ
せ
る

た
め
に
は
、
種
ま
き
の
だ
ん
か
い

か
ら
手
が
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
か
ら
も
来
年
は
採
芽

所
の
見
学
や
今
か
ら
苗
代
に
出
来

る
場
所
を
探
さ
な
く
て
は
…
…
」

60nfの学校田に全校生徒で田植えをしました
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あ
な
た
の
土
地
を
正
し
い
す
が
た
に

１
実
取
・露
草
地
区
の
地
籍
を
目
童
―

―

曽
尋

―

る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら

を
抜
い
た
り
動
か
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ

な
お
、
こ
の
調
査
で
土
地
の
権

利
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
土
地
台
帳
や
分
限
図
は

明
治
時
代
に
測
量
し
た
も
の
で
す

か
ら
、
現
地
と
一
致
し
な
い
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、
く
わ
し
い
調
査

に
よ
っ
て
正
し
い
姿
に
変
え
ら
れ

み
な
さ
ん
の
土
地
の
面
積
の
変
更

分
合
筆
な
ど
を
代
位
登
記
に
よ
り

無
料
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
調
査
地
域
を

作
成
し
ま
す
と
、
閲
覧
し
ま
す
の

で
、
そ
の
時
は
必
ず
閲
覧
し
て
く

土
地
の

「国
勢
調
査
」
と
も
い

う
べ
き
地
籍
調
査
は
、
字
実
取
、

字
露
草
地
区
で
行
う
こ
と
に
な
り

担
当
の
建
設
課
で
は
、
関
係
者

を
集
め
て
の
説
明
会
も
終
え
、
近

く
現
地
調
査
に
は
い
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位

置
、
地
形
、
地
番
、
地
日
、
面
積

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す

か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
ね

が
い
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
を
は
っ
き
り
決

め
る
た
め
に
、
隣
地
の
所
有

者
と
よ
く
話
し
あ

い
を
し
て

お
く
。

②
山
林
、
原
野
な
ど
の
境
界
は

刈
払
い
を
し
て
明
ら
か
に
し

て
お
く
。

③
登
記
の
終
わ
っ
て
い
な
い
も

の
は
早
め
に
し
て
お
く
。

④
自
分
の
土
地
に
所
有
者
、
地

番
、
地
月
を
標
示
し
た
杭

⌒
ク
イ
）
を
打
っ
て
お
く
。

③
測
量
技
師
が
道
ば
た
に
石
を

埋
め
た
り
、
杭

（
ク
イ
）
を

打
っ
た
り
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
基
準
点
測
量
の
骨
組
と
な

酬彗蓄ダ
こ
と
し

　

　

。
四
４

の
物
価

ス
ラ
イ
ド
が
実
施

も
、
五
月
　

　

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
①
老
齢

に
国
民
年

　

　

年
金

の
二
十
五
年
年
全

（未
発
生
）

金
法
が
改

　

　

は
月
額
三
万
九
千

二
百

二
十
五
円
、

正

さ
れ
て
、
　

②
千

年
キ
全

は
同

二
万
四
千
七
百

次

の
よ
う
　

　

四
十
二
円
，
０
）■
年
キ
金

は
同

一

を
改
善
が
　

　

万
八
千
百
八
円

（
八
日

か
ら
同

二

行
わ
れ
ま
　

　

万
百
八
円
γ
に
な
り
ま
し
た
”
ま

し
た
ｏ
　

　

　

た
、
④
障
害
年
全
は

一
級

の
場
合

拠
出
年

　

　

で
同
四
万
九
千
七
百
九
十

二
円
、

金
　
　
　
　
　
⑤

同

二
級
が
同
三
万
九
千
八
百
三

拠
出
年

　

　

十
三
円
、
⑥

母
子

・
準
母

子

・
遺

金

に

つ
い
　

　

児
年
金

は
、
子
ら

一
人
の
場
合
、

て
は
、
七
　

　

そ
れ
ぞ
れ
同
三
万
九
千
八
百
三
十

月
か
ら
三
　

　

一二
円

に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
善
さ
れ
た
年
金
が

実
際
に
受
け
取
れ
る
の
は
、
六
月

七
月
、
八
月
の
各
月
分
が
支
払
わ

れ
る
九
月
の
支
払
期
月
か
ら
で
す
。

福
祉
年
全

福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
八
月

か
ら
、
①
老
齢
が
月
額
二
万
円
、

②
障
害

一
級
が
同
三
万
円
、
③
同

二
級
が
同
二
万
円
、
④
母
子
、
準

母
子
が
子
ら
一
人
の
場
合
同
二
万

六
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
が
受
け
取
れ
る
の
は
、
こ

の
十

一
月
に
支
払
わ
れ
る
分
か
ら

で
す
。

分
間
で
一
八
り
に
も
な
り
ま
す
。

二
人
家
族
で
一
日
二
回
み
が
い
た

と
し
た
ら
、
二
日
間
で
浴
槽

一
杯

分
に
も
な
り
ま
す
。

洗
濯
物
は
、
洗
涸
機

一
回
分
の

量
を
ま
と
め
て
洗

い
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
機
が
効
率
よ
く
使
え
ま
す
。

量
や
汚
れ
に
よ

っ
て
タ
イ

マ
ー
を

上
手
に
使
え
ば
、
ム
ダ
な
水
や
電

気
を
使
わ
な
く
て
す
み
ま
す
。

洗
濯
機
の
消
費
電
力
の
ほ
と
ん

ど
は
水
を
回
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。 洗

濯

機

虫
な
ど
に

刺
さ
れ
た
と
き

夏
は
山
や
海
に
出
か
け
る
機
会

も
多
く
、
子
供
た
ち
が
夢
中
で
遊

ん
で
い
る
間
に
、
虫
な
ど
に
刺
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

虫
刺
さ
れ
の
″
応
急
処
置
″
に

つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う

。

（
ハ
チ
、
ア
プ
、
毛
虫
な
ど

に

劇
さ
れ
た
と
き
〉

刺
さ
れ
た
後
に
″
毒
針
″
や
毛

が
残

っ
て
い
る

た
も
の
を
取
り
除

い
て
か
ら
ア
ン

モ
ニ
ア
水
を

つ
け
て
お
く
と
よ

い

で
ｔ
ょ
う
。

な
０
み
が
ひ
ど

い
と
き
は
、
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
こ
う
か
、
副
賢
皮

質
ホ
ル
モ
ン
入
り
軟
こ
う
を
ぬ

っ

て
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

生
後

一
年
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
の
場

合
は
、
す
ぐ
医
者

に
診
て
も
ら

っ

て
く
だ
さ

い
。

３

ガ
な
ど
の
粉
″

つ
い
た
と
書
）

′
ガ
が
体
に
触
れ
、
粉
や
分
泌
液

が
皮
膚

に
つ
く
と
、
赤
く
は
れ
た

り
、
か
ゆ
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
ｔ

と

い
っ
て
、
ポ
リ
ポ
リ
か
く
と

よ
け

い
に
赤
く
は
れ
あ
が
り
、
そ

の
手
で
目
に
さ
わ

っ
た
り
す
る
と

ま
ぶ
た
ま
で
赤

く
は
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

ガ
な
ど
の
粉

や
分
泌
液
に
さ

わ

っ
た
ら
、
す

ぐ
水
な
ど
で
洗

い
流
す
こ
と
。

―
。，，．
　
石
け
ん
を
つ
か

え
ば
な
お
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

あ
と
に
、
副
賢
皮
質
ホ
ル
モ
ン
入

り
軟

こ
う
を
薄
く
の
ば
し
て
ぬ

っ

て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

ガ
の
粉
な
ど
が
目
に
入

っ
た
と

き
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
よ
く
洗

い
、

冷
湿
布
し
て
お
き
ま
す
。
充
血
が

ひ
ど

い
と
き
は
、
専
門
医

に
診
て

こ
と
が
あ
り
ま

一

す
。
か
ゆ

い
か
　

一

ら
と

い
っ
て
、
　

一

す
ぐ
か

い
た
り
　

一

し
て
は

い
け
ま
　
一

せ
ん
。
ま
ず
、
　

一

ピ

ン
セ

ッ
ト
で
　
一

虫
た
ち
の
残

し
　

ｒ



⑦ 広報しうら

べ~~津
軽の先住民族

安

東

水豊

韓
人
か
ら
造
船
技
術

安
東
水
■
の
起
こ
り
＝
措
К
、

細赫剌轟軍‐のは紺“毛ける海繊罐

の
船
団
を
破
っ
た
こ
と
に
遺
源

し
口
三
世
紀
頃
ょ
り
韓
次
が
十

三
港
に
来
航
し
た
の
で
、
彼
等

の
造
船
術
、
航
海
術
等
を
学
び

軍

②

島
　
勝

　

蔵

呻
蹴
羅ら世
窺
躍
畔
船 ‥こ
醐
口
脚
脚
滓

率
い
て
来
●
し
た
際
、
懐
柔
策

と
し
て
五
十
艘
の
軍
船
が
与
え

ら
れ
た

四
十
二
世
紀
後
半
の
保
元
平
治

の
源
平
職
に
安
倍
氏
季
が
武
具

を
平
氏
に
輸
送
し
た
こ
と
等
に

由
縁
す
る
こ
と
に
ふ
れ
　
軍
団

と
し
て
の
組
織
を
も
っ
た
犠
諫

水
軍
の
麗
生
は
同
時
代
の
秀
栄

時
代
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
そ

の
安
東
水
軍
の
根
拠
地
が
現
在

の
中
島
附
近
を
中
心
と
し
た
も

の
で
ぁ
ろ
う
こ
と
を
話
し
た
っ

も
り
で
す
。

村
上
水
軍
に
対
抗

し
か
し
、
続
日
本
紀
の
養
老

四
年
（七
二
〇
）
の
項
に
殖
鴨

津
軽
津
司
の
諸
君
様
男
を
林
鵜

国
に
派
遣
し
た
と
出
て
い
ま
す

の
で
、
津
司
の
置
か
れ
た
場
所

を
十
三
だ
と
み
ま
す
と
、
商
船

団
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
諸

外
国
と
の
交
易
を
な
し
た
時
代

は
、
比
羅
夫
の
来
襲
以
後
急
速

に
発
達
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
十

一
世
紀
に
な
っ

て
瀬
戸
内
海
の
屋
島
に
根
拠
地

を
持
つ
村
上
水
軍
の
進
出
に
よ

り
、
た
び
た
び
わ
が
商
船
が
■

撃
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

か
つ
ま
た
十
三
港
に
交
易
を
求

め
て
航
行
の
外
国
貿
易
船
が
掠

奪
さ
れ
る
こ
と
が
頻
々
と
し
て

起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
防
議
す
る
目
的
か
ら
次
第
に

軍
事
化
さ
れ
、
商
船
団
兼
軍
団

と
し
て
の
“
生
と
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

化
日
の
異
文
化
移
入

に一̈一一一̈中一申【一″

な
り
。
依
て
海
賊
に
奪
は
る
る

を
書
爆
な
し
、
無
Ｉ
Ｏ
術
策
を

得
て
、
そ
の
商
行
を
護
る
為
め

に
誕
生
せ
し
は
安
東
水
軍
な
り
。

海
浜
に
て
、
諸
湊
の
海
賊
現
わ

れ
安
東
船
を
襲
ふ
故
に
、
安
倍

氏
季
が
是
を
創
め
た
る
も
、
亦

々
大
い
に
商
行
利
を
得
た
り
己

と
書
か
れ
て
い
る
の
は
以
上
の

こ
之
を
税
，
ｔ
て
あ
ま
り
ぁ
る

も
の
が
あ
り

，ま
す
。
つ
ま
り
安

東
水
軍
本
来
の
目
的
は
戦
争
に

あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
十
三

港
に
お
け
る
貿
易
の
隆
々
発
展

と
と
も
に
他
国
の
異
文
化
の
移

入
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。三

階
造
り
の
巨
船
も

安
東
船
の
・造
船
材
料
諄
桧
と

松
と
を
用
い
、
海
水
に
潜
む
部

分
に
は
松
材
、
波
上
の
部
分
に

は
桧
材
を
使
用
す
る
の
を
通
例

と
し
て
い
ま
す
。
中
山
連
撃
に

は
大
葉
桧
が
ウ
ッ
ソ
ゥ
と
生
い

茂
り
材
料
の
豊
富
な
こ
と
、
良

材
で
あ
る
こ
と
で
天
下
第

一
を

持
っ
て
い
ま
す
。
韓
及
び
唐
に

造
船
法
を
学
び
、
ま
た
遠
く
南

書
に
も
そ
の
技
術
を
学
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
奉
マ
ス

ト
、
三
ホ
帆
柱
の
六
十
櫨
の
巨

船
を
造
り
日
本
幕
軍
で
も
造
る

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
設
備

を
持
っ
て
い
た
と
ぃ
ゎ
れ
て
い

ま
す
。
甲
板
部
に
は
船
頭
楼
、

船
殿
、
舵
楼
が
設
け
ら
れ
、
中

屋
、
下
屋
と
船
中
三
階
造
り
の

巨
船
も
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
島
の
海
上
青
波
高
け
れ
ど
、

安
東
船
薇
動
だ
に
な
く
、
京
船
、

夷
船
、
唐
船
と
も
に
帆
柱
林
立

し
、
波
済
に
呼
応
す
る
船
頭
衆

の
歌
声
渡
り
行
く
十
三
港
。

（昭
和
五
四
・
六
・
二
五
記
）

十
三
山
湊
迎
寺

建
保
二
年

（
三
西

）
六
月
、

浄
土
宗
の
元
祖
法
然
上
人
の
直
弟
、

金
光
上
人
が
十
三
の
山
二
十
三
宗

寺
を
訪
ね
て
布
教
し
、
十
三
済
に

湊
迎
寺
を
建
立
し
た
。

十
三
の
一
族
と
有
縁
無
縁
の
菩

提
を
弔
う
た
め
も
あ
づ
た
が
、
平

民
殉
難
の
■
を
追
善
供
養
す
る
の

が
目
的
で
あ
っ
た
。

湊
迎
寺
は
明
暦
二
年

（
兵
異

）

四
月
二
十
日
、
十
三
町
の
大
火
で

焼
失
し
、
同
年
八
月
再
建
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
再
び
類
焼
に
遣
い
、

天
明
年
中

⌒
一大
一―
）
再
築
さ
れ

た
が
、
折
か
ら
の
大
き
き
ん
の
た

め
庫
裡
は
仮
建
築
の
ま
ま
今
日
に

至
っ
て
お
り
、
本
堂
向
拝
の
礎
石

に
建
立
の
年
号
が
刻
ま
れ
当
時
を

物
語
っ
て
い
る
。

津
軽
藩
時
代
に
は
津
軽
氏
二
代

藩
主
信
牧
公
の
危
難
を
救
っ
た
と

の
功
に
よ
り
知
行
二
十
石
を
拝
領

し
、
寺
格
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら

寺
宝
の
十
二
曼
陀
羅
は
岩
佐
又

兵
衛
の
筆
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ

正
月
と
盆
の
十
六
日
と
春
彼
岸
の

中
日
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

本
■
の
建
築
様
式
は
飛
鳥
時
代

の
面
影
を
残
し
、
二
百
年
以
上
を

経
た
建
造
物
と
し
て
文
化
財
指
定

申
請
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

韓及び唐、南書に造船技術を学んだといわれ

る船中三階造りの巨船 (村史資料■中巻より)



あ
す
を
拓
く
あ
す
な
ろ
県
民
運

動
は
、
実
質
的
に
は
、
市
町
村
民

運
動
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
民
運
動
と
し
て
よ

り
市
町
村
民
運
動
と
し
て
活
動
し
、

日
常
生
活
の
中
で
実
施
し
て
こ
そ

よ
り
効
果
的
で
あ
る
か
ら
な
の
で

す
。本
年
も
各
地
で
推
進
研
究
大
会

が
予
定
さ
れ
、
市
浦
村
も
そ
の
中

に
入
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て

市
浦
村
教
育
委
員
会
で
は
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
と
住
民
相
互
の

信
頼
と
連
帯
に
も
と
づ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
す
す
め
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
調
査
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
広
報
し
う
ら

で
は
、
そ
の
活
動
の
中
か
ら
「新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て
」

と
題
し
、
今
月
号
か
ら
五
回
に
わ
っ
て
内
容
を
招
介
し
て
い
き
ま
す
。

０
お
や
す
み
な
さ
い
、
お
や
す
み

『親
切
は
荷
物
に
な
ら
な
い
贈

り
物
』

Ｏ
親
切
に
は
、
あ
り
が
と
う
。

Ｏ
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
ら
、

Ｏ
バ
ス
の
中
で
は
老
人
に
席
を

Ｏ
困

っ
て
い
る
人
に
手
つ
だ
い
を

０
人
が
迷
惑
が
る
こ
と
は
や
め
る

「
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し

よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の
習
慣
と
な

―
ゴ
ト
寸
―

親

切

に

す

る

運

動

親
切
心
な
ど
は
、
人
に
言
わ
れ

て
や
る
も
の
で
も
な
い
し
、
や
ら

せ
る
も
の
で
も
な
く
、
自
然
な
心

の
現
わ
れ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

だ
れ
で
も
、
親
切
で
善
意
に
あ

ふ
れ
た
、
あ
た
た
か
い
心
づ
か
い

が
、
日
常
生
活
を
豊
か
に
し
、
社

会
を
明
る
く
す
る
と
い
う
こ
と
を

知

っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
し
た

心
を
ふ
る
い
お
こ
し
て
、
実
行
の

形
で
表
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

第
五
十
二
回
珠
算
検
定
試
験
は

六
月
二
日
、
管
内
各
小
学
校
で
行

▽
三
級
　
秋
月
広
美
、
中
井
秀

行

（十
二
小
）
村
元
道
子

⌒脇
元

小
）
藤
田
奈
津
子

（辻
分
珠
算
熱
）

▽
四
級
　
相
川
恵
美
子
、
湯
浅

俊
子
、
若
山
書
、
奈
良
貴
子

⌒十

三
小
）
今
井
康
裕
、
秋
田
谷
和
子

⌒相
内
小
）
三
上
美
登
里

（辻
分

珠
算
熟
）

戸籍の窓

さ言聰宴お誕生
小 寺 綾 子 (相内)博 士
三 上 隆 行 (脇元)辰  一
三 和 明 博 (相内)誠 治
三 浦 雄 大 (相内)満  治
成 田   愛 (脇元)牧  視
三 和 康 弘 (相内)勝 男
吉 田 朝 美 (相内)  均
奈 良 秀 夫 (十二)春 夫
成 田 晃 樹 (脇元)英 雄

妃 ご 結 婚

(需 得 彗 軍 1撃 里|
(書 讐 雰代撃 1湯 里|
(裏田: 真知季 1雇 賛|
C「山賛羅 撃 IT 窒|
お くやみ

古 川 リ ワ (十三)91歳
奈 良 久 吉  (十三)88t
.木 村 源一郎  (十三)82t
竹 谷 嘉太郎  (脇元)75歳
三 上 重 昭  (脇元)綱歳

小
さ
な
親
切
運
動

こ
の
運
動
は
家
庭
や
学
校
、
職

場
、
各
団
体
、
地
域
等
で
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
動
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

『あ
い
さ
つ
で
き
る
心
は
、
素

直
な
心
』

Ｏ

い
っ
て
き
ま
す
。

い
っ
て
ら

っ

Ｏ
た
だ

い
ま
、
お
か
え
り
な
さ

い
。

▽
五
級
　
小
倉
札
子

⌒十
三
小
）

▽
六
級
　
亀
田
孝
子
、
三
橋
る

み
、
自
川
正
人

（十
二
小
）
伊
東

和
仁
、
三
和
宏
子

（相
内
小
）

▽
七
級
　
佐
藤
孝
和
、
豊
島
聡

貴

⌒十
三
小
）

▽
八
級
　
有
馬
み
ど
り
、
中
井

健
、
米
谷
千
晴
、
亀
田
健

一
、
加

納
光
浩

（十
三
小
）尾
崎
登
子
（脇

元
小
）
秋
田
谷
愛
子
、
山
崎
広
明

（相
内
小
）
木
村
文
栄

（太
田
小
）

村上英一さん2女 0(十三)
こずえちゃん (生後7カ 月)

生まれてまもなく人院 tち ゃったの、外へ出

るようになってからすごく調子いいの ′

日焼けなんか気にしないで外へ出よう……ネ。


